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唖
のため在宅通勤が困難で，金沢経済圏から完全に分離されている。
b労働市場近在の第2次・3次産業の企業が少く，農外収入の労働市場に恵ま
れていない。以前はワラ加工，製炭などの第1次産業が開けていたが，需要構造
の変化により，地場での労働市場が狭められてきている。
c地場産業の低賃金農業基幹的従事者が農閑期に地場で就業するばあいは人夫
日雇が唯一の労働市場であり，日当は男1,300円～1,500円，女800円～1,000円
’程度であるが，出かせぎでは，だいたい男2,500円，女1,800円の日当が支給さ
れ,超過勤務することに上り，1日男4,00円,女2,500円程度得ることができる。
「このような地場との賃金格差が,出かせぎに拍車をかけているものと思われる｡」
．生活水準生活水準は都市化の影響を受けて年々派手になり，テレビ，電気洗
濯機の耐久消費財は都市並孜に普及，最近は自家用車の導入が著しい。高校や大
学への進学率も急増している。「このように生活水準の向上は,農家個々の競争意
識をあおる結果，農家所得の増大を余儀なくさせ，出かせぎを助長する大きな原
動力となっている｡」
（ｲ）農家内部の経営事情
a農業生産零細農家が多く，専業農家は皆無｡経営耕地規模は60アール（田50
アール，畑10アール）前後。農地への愛着が強くて田耕地の売買はなく，また山
間で棚田が多いことから,農繁期には,「必ずといってよいほど男手が必要とされ，
このことが世帯主を農業に釘づけし，出かせぎを促進する要因ともなっている｡」
b冬期間の副業の衰退農閑期の副業が衰退するにおよんで，とくに冬期間の労
働力の燃焼を何らかの形で求めなければ人並承の生活ができなくなってきた｡「き
びしい冬期間を地元で暮すより暖い京阪神で過し，それで賃金が高いとあって恰
好の職場として出かせぎを選ぶようになった｡」
c家計費生活水準の向上が年々生活費を増大させる一方で，収入の方が間に合
わず，「この差額を補てんする意味で，親子別々に暮しても，労働賃金の有利な出
かせぎを選ぶ者が多くなったと思われる｡」
e
イ動機
「出かせぎの動機をゑると，家計費の補てん，現金収入の魅力が根底となっている農
家が多い」が，さらに分類すると，次のような類型が区別される。
㈱生活水準の向上をねらって
かってと違って，最近では出かせぎという職場を見出したことにより，家の新築，
子弟の高校・大学進学も夢ではなくなった。このことが各農家の見習うところとな
る，「目的達成のためなら，出かせぎもいとわないとした農家が多くなったものと思
Iわれる｡」
癖
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（ｲ）観光をかねて
男子が高賃金の就業先を求めるのに対して，女性（とくに中年以上）は，農作業
を主体とする出かせぎに出て,各地方の実情を眺めたいとする者が多いようである。
各地を渡り歩いて，観光を兼ねることも目的としている。「正月には部落の出かせぎ
者は一せいに帰休するが，話題は出かせぎ先の話しで一杯であり，こうしたことが
観光を兼ねた出かせぎの動機ともなっている｡」
（功核家族の分離を望んで
「毎日舅や小舅と顔をつき合わせているよりも，冬期間は舅から離れて生活する
・方がよいとする出かせぎ者も一部にみられるようである｡」
(2)最近における出かせぎ農家の特徴的傾向
ア年令4～5年前までは,30～40才代が出かせぎの中心であったが,最近では40～50
才代に移り,60才代にも波及するようになった。
イ女性出かせぎ者の増加主婦にとっても冬期間はこれといった仕事がなく，それに諸
物価の高騰，教育費の増大などから現金収入に大きな魅力を感じ，冬は温暖なところ
で過したいと思う者が多いためである。
ウ出かせぎ先「出かせぎ者は,高賃金,すなわち時間外勤務が多くできる職場へ集中
する傾向がみられ｣，今まで主として県内出かせぎをしている者も，関西，中京方面へ
出るようになっている。一方，機械化による需要減のため，農作業出かせぎは漸減し
ている。
エ夫婦出かせぎの台頭大阪方面で，夫婦そろっての出かせぎを歓迎する気運があり，
また「男が単身出かせぎに出ると，飲酒等出費がかさみ，かつ，精神的に安定を欠く
恐れもあるので，こうしたケースが増加しているものと思われる｡」
オ出かせぎ期間従来出かせぎは'1月からが多かったが,最近では'0月に出て翌年3
月に帰ってくるケースが多くなっている。そうすることにより，「失業保険の対象とな
る利点も影響しているものと思われる｡」
力「杜氏」の大幅減少名高い｢能登杜氏」は10～20人の集団で酒造を請負うケース
●
が,多いが最近になってもその封建的な雇用制度は変らず,杜氏,頭,麹屋,翫屋,釜屋で
賃金格差がゑられる。麹屋や釜屋では比較的若い人が多く，低賃金に甘んずるよりは
と，求人の烈しい繊維，染色，土木関係の職場へ転職するものが多い。
上にゑるように，この調査報告書は，官庁報告にありがちな無味乾燥な数字の羅列にお
ちいらず，現実生活に密着した生きた考察の数々を盛りこんでいる。しかも，経済的な観
点に偏することなく，村の実情に即して総合的に出稼ぎを理解しようとする気迫に溢れ，
その結果，出稼ぎ者の生活心情や社会心理にまで踏みこんだ把握をすることに成功してい
る。こういう考察の仕方は，学問的にも示唆するところが多く，貴重な試みとしてこれを
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高く評価してさしつかえないものである。と同時に，今後この方向にむけて研究をさらに
深めることを，みずからの課題としてきびしく設定しなくてはならないであろう。この見
地を何と呼ぶかとひとから問われたら，自分は即座にこう容えるだろう，「これは出稼ぎの
人間学的研究である」と。
〔注〕
（1）筆者も後記にある特定研究で,東北地方を中心に出稼ぎ関係資料をかなり蒐集したが,どこかの機関
が，出稼ぎの文献資料類を系統的に収納して，研究者の便に供することが切に望まれる。
（2）石川県鳳至郡柳田村では，筆者も2度ばかり実態調査を試みた。しかし，まだ資料探求の段階でしか
なく，自分の分析スキームにもとづいた独自の調査を実施していないので，今回は記述を断念する。
、
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